
a

a

患者数

ブルキナ・
ファソ

ガーナ

ト
ー
ゴ
ー

ベナン

ナイジェリア

カメルーン

カメルーン

赤道ギニア →

中央アフリカ共和国

コンゴー
民主共和国

アンゴラ

1-10

11-20

21-100

101-763

図1 疫学的監視体制のためのGIS-アフリカトリパノソーマ

GISでは、国境を越えた疾患の伝播の監視を確実にするため、異なった国々からの情報を容易に関連づけることが可能で
ある。ここでは、アフリカトリパノソーマの集積を示す。
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今週の話題： 

＜Geographical Information System（ＧＩＳ）＞  

疫学における空間的解析およびマッピングの歴史は長い。しかし地図は、手書きかまたは多額の資金

を必要とするGISを利用出来る研究機関においてつくられるだけであった。しかし近年の地理学的情報、

地図作成技術の向上、関心の高まりにより、計画の立案、分析、監視能力が向上した。特に 90 年代後

半には情報、地図作成の大きな進歩が見られた。GIS は、地理に関する参考情報を効果的に入手、蓄積、

更新、処理、解析及び表示するためのコンピューターのハードウェア、ソフトウェア、地理的データ及

び人員からなる組織的集団と記載されている事が多い。わかりやす言えば GIS は、利用者が地理的デー

タや情報を容易に処理、視覚化、分析するのを可能とする情報システムである。各々の情報は緯度や経

度のような座標により、地理的な状況と関連づけられている。情報は、グラフ、チャート、地図の形で

表示することが可能である。 

疫学的監視体制における GIS の利用：GIS は疫学データの収集、管理及び解析に特に優れた手段となる。 

GIS の機能：GIS は、Box１（WER 参照）に記載の 5 項目（状況・位置・経時的変化・パターン化・モデ

ル化）に解答を与えるだけでなく、以下の機能も持つ。テーマに関しての地図を作る・異種の情報を重

ね書きする・緩衝地帯を作る・特定の計算を行う・距離を計算する・データベースと地図をリンクする

など。 

公衆衛生における GIS の利用：GIS は、公衆衛生に携わる多くの関係者に用いられている。例えば・疾

患の地理的分布、変動の測定・空間的時間的変化の解析・リスクのある集団のマッピング・危険因子の

階層化・保健所、学校などの地理的分布・介入の立案と目標設定・流行の予測・疾患及び介入の経時的

な監視に利用されている。 

GIS 利用の第 1 段階：疫学的監視体制のための機能的 GIS を確立するため、以下の段階を経るべきであ

る。・GIS の目的を決める・xy 座標があり、コンピューターでファイルされた基本となる地図の入手・

地理的に参照するための疫学的監視体制のデータベース・適切な GIS のソフトウェアの選択・コンピュ

ーターのハードウェアの入手 
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土着のポリオウイルス2型が排除された年　

不適切なポリオウイルスの監視体制

1970年以前

1965年以前

1980年以前

1980年以前

1975年以前

1985年以前

1970年以前

1985年以前

1970年以前

図　野生ポリオウイルス2型の世界規模での衰退

1980年以前
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図1（p. 282）：監視体制で得られた情報の管理と分析のためのGIS 

地図2（p. 285）：マリにおけるメジナ虫の流行村および保健施設の位置（WER参照） 

 

＜ポリオ根絶について＞ 

1998年の世界健康会議では2000年の終わりまでにポリオを根絶することを決定した。ポリオは予防

ワクチン(OPV)が普及する以前には世界各国に広く分布していた。しかし現在は、インドにおいて 2型

ウイルス、アンゴラ、コンゴ共和国とエチオピアなどにおいて1型と3型が残っているに過ぎない。こ

れはＯＰＶの普及により急速に減少していったためである。先進各国では 1985年までに OPVの普及に

より撲滅しており(図１ 野生ポリオウイルス2型の世界的な衰退)、現在ポリオが残っている地域でも

来年には排除できる見通しである。1型、3型を2000年の終わりまでに根絶するには、さらに努力が必

要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は、ポリオウイルス2型が確認されなくなった地域とその年、いまだに残っている地域、および十分に調査は行わ

れていない地域を示す。　　　　　　　　　　　 

 

流行ニュースの続報： 

インフルエンザ  

チリ(1999年8月17日)のサンチアゴにおいては7月第3週以降発生が報告されていない。これまでに

分離されたB型インフルエンザはB北京/184/93と類似していた。 

オーストラリア、ニュージーランド、南アフリカ共和国ではインフルエンザの発生が散発的に起こって

いる。A型とB型ウイルスの分離株が報告された。カナダではA型インフルエンザの散発的流行、また

は無発生が報告されてきた。アイスランドでは5月以来インフルエンザの発生は報告されていない。 

 

(佐藤洋周、正井栄一、小西英二) 

知られているポリオウイルス最後の保有者


